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研究成果の概要（和文）：臨床心理士養成課程では、主に言語的に書き起こせる経験則に頼って教育が行われている。
しかし、共感や信頼を得るための感性情報が乗っている発話法や身振りなど非言語情報は見過ごされていることが多い
。本研究ではこの定量化とフィードバックをめざすため、(1) データ収集と対話データベースの構築、 (2) 計測系と
感情評価系の構築と高度化 (3) データ分析と規則性の抽出の3項目の課題に取り組んだ。この結果、臨床心理分野では
大規模な44対話のデータベースを構築できた。さらに、計測系の可搬化と高度化を行い、感情推移観測システム(EMO)
を開発して、感情評価値を物理特徴量から説明する定量分析を進めた。

研究成果の概要（英文）：In training programs for psychotherapists, the instructors teach various technique
s mainly based on their experience which could be annotated with written language. It is, however, not eas
y to explain nonlinguistic factors like nodding, prosody, and attitude which may carry emotional informati
on important for sympathy and mutual trust. In this study, we tried to quantify the emotional factors base
d on the measurement of speech and motion as usable information in the training. We studied three issues: 
(1) Recording video, speech, and head motion in psychotherapy sessions and archiving them with annotations
 in the database, (2) Development of tools for data recording and emotional state evaluation, (3) Analysis
 of speech and nodding data to extract regularity. We collected forty four dialogues which are marvelously
 large for future studies. We developed a simple, portable recording system and EMO (EMOtional Movement Ob
servation) system for emotional state evaluation. 
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１．研究開始当初の背景 
 昨今の社会的状況において、カウンセリン
グ(臨床心理面接)が重要な役割を果たすよ
うになっている。これを受けて、セラピスト
(臨床心理士)の養成が急務となっている。養
成課程では、言語的に書き起こせる経験則に
主に頼って教育が行われている。この重要性
は明らかであるが、どのタイミングでどのよ
うな発声や身振りを行えば良いかという言
語化しにくい情報は見過ごされている場合
が多い。たとえ、指導者が気づいても言語的
に伝えるしかない。このような非言語情報に
こそ、セラピストとクライエント(相談者)の
間の共感や信頼といった感性にはたらきか
けるコミュニケーションの基盤となる情報
が乗っているはずである。本研究ではこの定
量化をめざす。 
 音声研究においては、話者の意図や心的態
度あるいは感情を含むパラ言語情報を音声
データから抽出しようとする研究の流れが
ある。しかし、ジェスチャーや身振りは扱わ
れていない。これとは別に、話者の身振りと
聞き手の音声知覚との関連を調べる実験的
研究は報告されているが、２者間の対話にお
ける相互作用までは踏み込んでいない。これ
に対し、認知心理学においては、対話におけ
るジェスチャー研究、その中でも言葉の発声
と身振り動作の協調関係の研究が行われて
いる。また、臨床心理においても、カウンセ
リング対話における身体動作に着目した研
究が存在する。しかし、このどちらも対話を
媒介する音声に関しては、定量的分析が行わ
れていないか、初歩的な扱いしか行われてい
ない。そこで、音声/聴覚•臨床心理•認知心
理•情報科学の異分野の研究者 4 名が集まっ
て、この問題に挑戦した。各々の分野の専門
の枠を越えて真に協力できれば、すべてを最
前線の手法で扱い、対話における感性情報を
定量的に捉えられると考えた。 
 ここで新知見が得られると、臨床心理専門
家の養成に役立つことはもちろん、医療•福
祉を含む各種対人サービスの向上、対話ロボ
ット／エージェント設計等、社会的な要請の
ある広範な分野に大きなインパクトを与え
るものと考えた。 
 
２．研究の目的 
 カウンセリング(臨床心理面接)の対話場
面にいて、共感や信頼に関係する感性状態を
測る手段を開発して評価することと、その感
性情報をパラ言語情報(口振り)や身体動作
(身振り)の計測データから推定することを
試みる。各分野の専門性を最大限に活用し、
計測の手段や信号処理を検討し、臨床•認知
面の多彩なアノテーション記述を実施し、感
性情報と特徴量の対応関係を探り、規則性を
見つけることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 カウンセリング対話を対象として3項目を

実施する。 (1) データ収集と対話データベ
ースの構築、 (2) 計測系と感情評価系の構
築と高度化 (3) データ分析と規則性の抽出。
各々について以下に説明する。 
 
(1) データ収集とデータベースの構築  
① 分担研究者の花田が所属機関で主催し
ている「カウンセリング学習会」における臨
床心理面接を対象とする。これは、模擬面接
ではなく、本当の悩みを相談する場である。
ビデオカメラで面接場面を収録するととも
に、音声と身体動作は、研究代表者が既に開
発した音声-加速度同時記録システムを用い
て収録する。これは、各人接話マイク（1ch）
と頭部に付けた 3 軸加速度 MEMS センサ出力
(3ch)で、2 人分のデータを同時記録できる。
これらのマイク-センサ系が、対話の自然さ
に影響しないことは、いままでの収録で確認
済みである。 
 
② 上記で得られたビデオ映像と音声をもと
に、分析に必要なラベル付けを行う。内容と
しては、発話内容のテキスト、臨床心理専門
家による発話種別•意図•受け入れ•セッショ
ンの段階等のラベル、認知心理専門家による
うなずきや身振りの種類のラベルを入れる。
これらをまとめて多角的に利用できるデータ
ベースとして整備する。 
 
③ 当事者や第3者による感情評定を検討す
る。まず、6軸の評定項目（「快-不快」、「覚醒
-睡眠」、「支配-服従」、「信頼-不信」、「感心-
無関心」、「肯定的-否定的」）の尺度評価を導
入する。この項目の妥当性やさらに付け加え
る項目の検討を行う。 
  
(2) 計測系と感情評価手法の高度化 
① 計測系としては、真剣な対話を妨げない
ように、負担なくかつ目立たないことが必須
である。その上で、いままで用いてきたシス
テム[5]を高度化し、多チャンネル化やワイ
ヤレス化を検討する。さらに、Kinect 等の非
接触センサの導入の検討を行う。このような
複数センサ利用の場合、問題となる同期の問
題に関しても複数案を試みる。また、収録シ
ステムを必要かつ十分な最低限のシンプル
な構成にすることも同時に考える。設置場所
を選ばず簡単に持ち運びができること、音響
／映像関係の知識がほとんど無くても簡便
に利用できることを目指す。これは、利用へ
の敷居を低くすることによって様々な場面
で収録できるようになり、データも集まりや
すくなるためである。 
 
② 臨床心理面接以外の簡便な目的指向対
話を選定して、システム開発から対話評価に
いたる全過程の確認を行う。臨床心理面接デ
ータは個人的な内容が含まれ、再収録不可能
であり、さらには第 3者にも見せることも難
しい。したがって、話題を限った日常会話に



近いものを選定する。 
 その上で、(1)③の感情評定を入力する手
段を開発する。従来研究では、人手（ラベラ
ー）による発話区間ごとの感情評価値入力が
行われてきたが、動的な感情状態変化をその
まま記録することはできなかった。また、入
力に膨大な時間がかかる割に、必ずしも安定
な評価にならない問題点があった。そこで、
ビデオを視聴しながら連続的に評価値をそ
の場で入力する手段を開発する。 
 
(3) データ分析と規則性の抽出 
① 得られた収録データから音声やセンサの
信号の解析を行う。音声には、言語情報ばか
りでなく、強調•質問等の話者の意図や感情等
のパラ言語情報や、年齢・性別・身長等の非
言語情報が乗っている。このうち、パラ言語
情報は、韻律的特徴（物理量としては基本周
波数の時間変化）に強く現れることが知られ
ている。そこで、基本周波数抽出を最近の高
精度手法で行う。さらに、wavelet分析や基本
周波数パターン生成モデル等により、発話者
の意図を反映している可能性のある定量的な
特徴量を抽出することを試みる。また、話者
内や話者間の相関の分析を行い、類似性や相
違を定量的に調べる。 
 
② これらと平行して主にビデオデータを使
った定性的な分節化も行い、ラベルとしてデ
ータベースに登録する。対話当事者同士の身
体動作の同期現象と認知科学的な意味付けの
分析を行う。また、カウンセリング対話とし
ての意図•受け入れ•共感•理解•誤解の分析を
行う。これらの専門家による分節化情報は、
対話者の発話•発声や身振りと高次認知系と
の関連を探る上で、重要な役割をはたす。こ
のデータと上記の定量的特徴量から規則性を
発見するためデータマイニングを行う。 
 
４．研究成果 
(1) データ収集と対話データベースの構築 
① カウンセリング学習会の一環のクライア
ント体験において臨床心理対話のデータを収
録した。これは、口元マイクによる音声記録、
加速度センサによる頷きデータ記録、ビデオ
撮影からなる。セラピスト(Th)はベテラン3
人で、合計44名分の対話データを収集するこ
とができた。Th#1 24名、Th#2 13名、Th#3  5
名、テスト収録2名分。このような、口元記録
の音声や頭部加速度データの記録を含めた大
規模な臨床心理対話データは日本初で、世界
的にもきわめてめずらしいものと考えられる。
そもそも臨床心理でこのような収集をするこ
とは、いままで考慮の対象になっていなかっ
たためである。このデータを元に、様々な分
析を加えることができるようになった。 
 さらに、実際に、臨床心理士の指導者と初
心者における、頷きの傾向の類似性と相違部

分について定性的に分析を行い、国際会議で
も発表をした[3]。このように、今回のデータ
ベースは、今後の研究展開に不可欠な財産で
ある。当該萌芽研究の最も重要な成果の1つで
ある。 
 
② 過去に京都教育大で収録したデータと上
記の新規データに対し、発話内容、臨床心理
的に見た対話場面の発話内容の書き起こしや
他のアノテーション情報を付与した。過去の
データに関してはすべて、新規データについ
ては8名分の書き起こしを行った。今後さらに
作業を続けて、データベースに追加していく
予定である。 
 
③ 6感情評定を分節的にラベル付けするこ
とでは、動的な感情の推移がわからないとい
う問題点が明確になった。そのことから、後
述の感情推移観測システム EMO systemを開
発して、時系列で連続に評価したデータを記
録することを開始した。さらに、臨床心理面
接においては、感情評定自体よりも、セラピ
ストの「傾聴の度合い」や「面接の進行度合
い」の方が最終的な面接の満足度に直接関連
すると考えた。そこで、EMO systemの枠組み
で、セラピストが「聴いている/聴いていない」。
面接が「進展している/後退している」の2軸
で評価することを行った。クライアント(Cl)
がセラピスト(Th)を評価するばかりではなく、
Thが自分自身を評価することも含まれる。ま
た、面接に居合わせなかった第3者からの評価
も可能となった。 
 このデータから対話中の状況変化の分析を
行い、EMOsystemの紹介も含めて国際会議で報
告した[1]。同時に問題点も見えてきて、カウ
ンセリング学習会という性質上か、指導教員
がThの場合に悪評価を付けないというバイア
スがかかっていることや、実験者が意図した
評価項目が正確に評価者に伝わっていない可
能性がわかった。これらの知見は、今後分析
や評価を進める上で重要な示唆をあたえる。 
 
(2) 計測系と感情評価手法の高度化 
① 計測系を使いやすく、十分な情報が取れ
るように改良した。まずは、当初案どおりワ
イヤレス化を検討した。ところが、加速度セ
ンサより大きな基板や電池が必要で小型化に
限度があることがわかった。音声も高品質に
ワイヤレス伝送する機材も、結局は口元から
の配線が必要なことがわかった。むしろ、簡
単なオーバーヘッドのワイヤーに加速度セン
サと口元マイクを取り付け、有線で対話者の
前のテーブルに置いた機材に細い配線で接続
する方が良いと判断した。重量が20g程度と軽
量で、頭部運動等を邪魔しないヘッドセット
を作ることができた（図1右図）。 
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となった。この評価者の聞き手に対する結果
も高くなった。しかし、これは例外で、他の
組み合わせの場合r2は最高でも0.6未満であ
り、一般化できなかった。さらに、Stepwise
近似の結果得られるモデルや決定係数は評価
者ごとに大きく異なり、評価者間で共通なモ
デルを見つけることはできなかった。また、
発話区間と加速度区間の4つの場合分けで、結
果もまちまちで、特に目立った傾向の違いを
見つけることは難しかった。これらの結果の
一要因として、(2)②で述べたとおり、評価軸
に対して度合いの形容詞を付与していなかっ
たため、評価者ごとの評価軸の利用範囲の違
いが異なることが挙げられる。他の場合も概
ね同様な結果であった。 

 今回の検討の範囲では、物理的特徴量から
感情評価値を明確に推定することはできな
かった。しかし、上記(2)②で述べた評価ユ
ーザーインタフェースの問題点を解決でき
たとすれば、評価自体の安定性だけに注目で
きるようになる。ただ、評価対象者の気持ち
をどの程度感覚的に理解できるかは最善で
も対比でしか評価できない。また、評価者の
身体的／精神的状況によりその値が変化す
る可能性もある。これらの要因に関しては、
実践の面接のため、実験のように論理的に排
除することは難しい。要因をそのまま受け入
れた上でうまく定量化して、説明変数として
モデルに入れ込む必要があるものと考える。 
 以上のように本研究課題により、データベ
ースを構築し、研究手段を提案し、さらに問
題点も検討できた。今後の研究の進展に大き
く貢献する成果を挙げることができたもの
と考える。 
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